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論文 内 07そ河合 の要 ヒ::.Eヨ
ホウレンソウの葉緑体から調製したグラナを0.8Mのトリス緩衝液 (pH 8.0) で処理すると，酸素
発生や，ブェリシアン化カリウム， NADP のような Hill 試薬の還元で示される光合成活性が失われ
る。しかしながら，特別な条件の下では光化学反応に伴う電子伝達系とそれに共役した燐酸化反応を
行なう系が失われずに残っている事がわかる。
したがって， トリス緩衝液によって洗う事により，酸素発生機構に関係した部分だけが失われた事
になる。
「アスコルビン酸十 DCPIJ ， Iアスコルビン酸十 TMPDJ または単独に「アスコノレピン酸(
高濃度)Jをトリス緩衝液で洗ったがグラナに加えると，光化学的な電子伝達とそれに共役した燐酸化
反応が回復する。これ等の燐酸化反応は non-Cyc1ic な電子伝達に共役しNADP を最終的な電子受
容体とするo
これに反して， ITMPDJ だけを電子供与体とした場合には燐酸化反応は Cyc1ic な電子伝達に
共役しNADP を必要としない。
これ等の燐酸化反応の内， ITMP D 十アスコノレビン酸J ， Iアスコノレピン酸(高濃度)J によるも
のは 0- フェナンスロリンで完全に阻害されるが， Iアスコノレピン酸十 DCPIJ で反応が回復したもの
は約半分しか阻古を受けない。 さらに， P j2e- 比も「アスコノレビン酸十DCPIJ で燐酸化反応が回復
した場合は， 0-フェナンスロリンで約半分に減少している事がわかった。
これ等の結果は， non .Cyc1ic な電子伝達に共役した燐酸化反応では， 0- ブェナンスロリンによ
り組主されるものとされないものの 2 つの燐酸化反応，従って互に異なる 2 つの燐酸化反応の部位が
存在する事を示す。
これ等の実験と同時に種々の光化学反応の作用スペクトノレが，酸素発生機構を持っているグラナと
d斗ゐF同U
それを失ったグラナについて測定されたが，作用スペクトノレにはほとんど大きな相異が兄られなかっ
7こ口
論文の審査結果の要旨
山 F説君の論文題目は、緑葉の光合成電子伝達系とそれに共役したリン酸化反応グである。
光のエネノレギーを利用してADP と無機リン酸から ATP を合成する光リン酸化反応が葉紙休と光
合成細菌のクロマトホアでお乙なわれているが，両者の反応過程は必ずしも等しくない。葉緑体では
水の光分解反応がお乙って酸素が放出されると同時にNADP などの電子支容体が還元され， ATP 
が合成されることが見出されたのに，クロマトホアでは，水の光分解反応はおこらず，循環性の電子
伝達系を電子が光のエネノレギーを利用して回転する反応に共役してATP合成がおこると信じられて
いる。したがって，葉緑体を用いる研究の特徴は水の光分解反応の機構の解明と，非循環性電子伝達
系をはたらかすためには 2 段階で光のエネノレギーを必要とするいう仮説を実証的に判定することにあ
る。
山下君は実験条件を巧妙に，種々に設定する乙とによって，他の研究者による同種の実験が相反し
た結果をあたえた原因をみごとに解明することに成功したにとどまらず，電子受容体あるいは供与体
としての種々の酸化剤，種々の処理によって性質の部分的に変化した葉緑体および阻害剤を組合わせ
ることによって電子伝達系の部分反応を個々に測定する方法を確立した。また，その方法によって電
子伝達系に共役する ATP合成部分が 2 ケ所あることを指摘した。
要するに，山下君の論文は葉緑体における光リン酸化反応の部分反応を明確にしたものであるか
ら，参考論文の知見とあわせ考え，理学博土の学位論文として十分の価値あるものと認める。
- 55 ー
